
⼀般コース

⼀般コース A
マンツーマン(2時間) + グループ授業(4時間) 
A マンツーマン + リスニング授業 + スピーキング
B マンツーマン + リスニング授業 + 英作授業
C マンツーマン + スピーキング授業 + 英作授業

⼀般コース B
マンツーマン(4時間) + グループ授業 (2時間) 
マンツーマン + リスニング + 英作授業コース + スピーキング授業
** すべてのグループ授業はレベル別で分けられていて各⾃の実⼒にマッチしたレベルの授業を受講します.

集中コース

集中コースA
マンツーマン(2時間) + グループ授業(6時間) 
マンツーマン + リスニング授業 + 英作授業 + スピーキング

集中コースB
マンツーマン(4時間) + グループ授業 (4時間)
A マンツーマン + リスニング授業 + 英作授業⼀⽇ 8時間コース 
B マンツーマン + リスニング授業 + スピーキング授業コース 
C マンツーマン + スピーキング授業 + 英作授業

** すべてのグループ授業はレベル別で分けられていて各⾃の実⼒にマッチしたレベルの授業を受講します.

試験対策コース

TOEFLコース
⼀対⼀(2時間) + グループ授業(6時間)
TOEFLスピーキング + TOEFLリスニング + TOEFLエッセイ + ⼀対⼀

TOEICコース
⼀対⼀(4時間) + グループ授業(4時間)
 TOEICリーディング +リスニング授業 +⼀対⼀

IELTSコース
⼀対⼀(2時間)+ グループ授業(6時間)
スピーチパワー + エッセイ + リスニング授業 + ⼀対⼀

** 試験対策コースは上級クラスで, 学⽣の実⼒がまだそれにいたっていない場合は⼀般コースや集中コースまたはマニア
コースを受講した後に履修可能です.

⼀⽇6時間授業で Speaking, Listening, Reading, Writing Skillの各パートを学⽣のレベルに合わせて講義を選別していま
す。

⼀⽇ 8時間授業で Speaking, Listening, Reading, Writing Skillの各パートを学⽣のレベル合わせた講義を選別しています.
短期間で最⼤の効果を発揮するように構成されています.



911マニア 8時間 (  6ヶ⽉ )
初級過程(1~2ヶ⽉) 

中級過程(3~4ヶ⽉) 

上級過程(5~6ヶ⽉) 

⽬標は、英語のリズムを正確にすること。新聞や雑誌などホットイシューになる
多様なテーマに対する意⾒を表現することができ、短い時間内に英語で正確に状況を説明することができるです。
上級過程終了後には、正確性はもちろん会話のスピード早くなるなど英語上級者の実⼒をつけることが出来ます。

911 マニア 6時間( 10ヶ⽉ )
初級過程(1~3ヶ⽉) 

中級過程(4~6ヶ⽉) 

上級過程(7~10ヶ⽉) 

⽬標は、英語のリズムを正確にすること。新聞や雑誌などホットイシューになる
多様なテーマに対する意⾒を表現することができ、短い時間内に英語で正確に状況を説明することができるです。
上級過程終了後には、正確性はもちろん会話のスピード早くなるなど英語上級者の実⼒をつけることが出来ます。

中級過程以上のスピードある上⼿な会話が出来て、リスニングに⾃⾝もあるTOEICやTOEFLでの⾼得点を⽬標にしている学
⽣が上級過程の対象です。

中級過程以上のスピードある上⼿な会話が出来て、リスニングに⾃⾝もあるTOEICやTOEFLでの⾼得点を⽬標にしている学
⽣が上級過程の対象です。

英語が簡単に⼝からでない⽅や会話を⽂章で組みたてて話すことができずに、主に単語だけで会話する⽅が初級過程の対象
です。

初級過程終了後には、正確な発⾳とアクセントを使えるようになり、⽇常会話, ⾃⼰紹介, 家族構成,  ショッピング, ⾷堂,
ホテル, デパートなど⽣活に必要な基本的な英語を使い分け、⽣徒が⾃分で使⽤できる実⼒をつけることができます。

⽂法的な知識は少しあるが、⽇頃同じ表現ばかりを使⽤し、新しい語彙や多様な⽂章を話すことができない⽅が中級過程の
対象です。

中級過程終了後には、⽇常会話で覚えた単語や熟語を様々な表現を使うことに慣れることが⽬標です。慣れることで、⾃分
の価値観, 結婚観, 恋愛, 仕事,など少しパーソナルな話題もカバーすることができる実⼒をつけることができます。

英語が簡単に⼝からでない⽅や会話を⽂章で組みたてて話すことができずに、主に単語だけで会話する⽅が初級過程の対象
です。

初級過程終了後には、正確な発⾳とアクセントを使えるようになり、⽇常会話, ⾃⼰紹介, 家族構成,  ショッピング, ⾷堂,
ホテル, デパートなど⽣活に必要な基本的な英語を使い分け、⽣徒が⾃分で使⽤できる実⼒をつけることができます。

⽂法的な知識は少しあるが、⽇頃同じ表現ばかりを使⽤し、新しい語彙や多様な⽂章を話すことができない⽅が中級過程の
対象です。

中級過程終了後には、⽇常会話で覚えた単語や熟語を様々な表現を使うことに慣れることが⽬標です。慣れることで、⾃分
の価値観, 結婚観, 恋愛, 仕事,など少しパーソナルな話題もカバーすることができる実⼒をつけることができます。




